
令和２年度        高等学校等就学支援金について      伊那西高等学校 

(２０２０年度適用） 

 

高等学校等就学支援金は、授業料の支援として、次の計算式による算出額の保護者(父母)

の合計額で判定し、３０４，２００円未満の世帯に支給されます。 

  

【計算式】市町村民税所得割の課税所得（標準）額×６％－市町村民税の調整控除の額 

      ※政令指定都市に市民税を納税している場合は「調整控除の額」に３／４を乗じた額 

 

〇 支援金対象のご家庭は、下記１または２の支援金額となります 

 

１．算出額が３０４，２００円未満の世帯 

    支援金 月額  ９,９００円（基準額の支給） 

 

２．算出額が１５４，５００円未満の世帯 

        支援金 月額 ３２,０００円（授業料分の支給 基準額＋加算分２２,１００円） 

 

〇 本校の高等学校等就学支援金受給者の内訳 

                          （令和２年度１年生４月現在） 

 支援金額 授業料負担額 人数 割 合 

対 象 外 ０円 32,000円 １８ １３．５％ 

１．基準額の支給 9,900円 22,100円 ４８ ３６．１％ 

２．授業料分の支給 32,000円 0円 ６７ ５０．４％ 

合   計 １３３ １００.０ ％ 

 

〇 授業料等軽減事業によって入学金も一部軽減されます 
 

    保護者の課税所得（標準）額により算出された額の保護者の合計額（父母を合算）に

応じて入学金の一部軽減が受けられます。（令和２年度は申請中） 

 

令和元年度 軽減額 ２４,５００円 （令和元年度 １年生６３名に適用） 
 

 

（参考）支援の対象になる世帯の年収目安（年収は控除前の収入額） 

 子の人数 １．基準額の支給 ２．授業料分の支給 

両親のうち 

一方が働いて

いる場合 

子２人（高校生・中学生以下） 
扶養控除対象者が１人の場合 

～約９１０万円 ～約５９０万円 

子２人（高校生・高校生） 
扶養控除対象者が２人の場合 

～約９５０万円 ～約６４０万円 

子２人（大学生・高校生） 

扶養控除対象者が１人、特定扶養控除対象者が１人の場合 
～約９６０万円 ～約６５０万円 

両親共働きの

場合 

子２人（高校生・中学生以下） 

扶養控除対象者が１人の場合 
～約１０３０万円 ～約６６０万円 

子２人（高校生・高校生） 

扶養控除対象者が２人の場合 
～約１０７０万円 ～約７２０万円 

子２人（大学生・高校生） 
扶養控除対象者が１人、特定扶養控除対象者が１人の場合 

～約１０９０万円 ～約７４０万円 

※子について、中学生以下は１５歳以下、高校生は１６～１８歳、大学生は１９～２２歳の場合。 

給与所得以外の収入はないものとし、両親共働きの場合、両親の収入は同額として計算した場合。 


